
 
 

 

 

 

     

 

Ｐ１～２『ファミリーバドミントン』 
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浜松アリーナ 

審判を行うために

ファミリーバドミントン



  

○ファミリーバドミントン 



 

 

 

  



【審判の役割】 

➢ 主審…ヒットや反則の判定を行い、試合をコントロールする 

➢ 副審…ヒットや反則の判定に対して、主審をサポートする 

➢ 線審…ラインに関する反則を、選手に近い場所で判定して主審に合図する 

【ハンドシグナル】 

① ヒット                  ② ラインクロス 

③ セーフ                 ④オーバータイム 

⑤ その他の反則 

  

 ７
 

○スーパードッジ 



【試合進行】 

① あいさつ 

両チームの選

手は、主審のコ

ールによりあ

いさつをする。

終了後、主審は

選手にルール

を説明する。 

③ 選手配置 

両チームの

選手が、コー

トの内野と外

野に入る。コ

ート内は規定

人数となっ

ているか、確

認する。 

⑤ 試合開始 

1セット 7分間

でゲームを行

う。両チーム

は、互いに内野

選手を狙って

ボールを投げ

あう。内野選手

にボールが当たることを 「ヒット」 という。

ヒットされた内野選手は外野へうつり、外

野でプレーを続ける 

⑥ 試合終了 

主審の笛の合図により試合終了となる。主

審は勝敗を判定する。 

 

 

 

 

 

 

② コート決め 

     それぞれのキャプテンがジャンケンを 

     して、どちらのコートを使用するか決 

     める。 

 

④ ゴーファイト 

     ジャンプボール 

   で試合を開始す 

     る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 
 

○ビーチボール 



 


